
地域課題・目指す将来像 課題解決に向けた取組

静岡県 静岡県次世代エアモビリティ社会実装プロジェクト 次世代エアモビリティ

◯ 観光面での魅力発信不足や主要観光地との競争、生活交通にお
ける人口減少・高齢化に伴う運転手不足や交通空白地域の拡大、
さらに半島・山間部・離島におけるインフラ整備や維持管理に係るコ
スト増加により、災害時・緊急時の交通網が脆弱であるため、災害
時等の移動手段確保が課題

◯ 次世代エアモビリティの実装を支えるには、機体開発、製造、運航に
関わる県内産業の裾野拡大が必要であり、関連事業者の参入と
連携を促進することが求められている

地域
課題

将来像

◯ 日常生活の中で安全で自由な空の移動を享受できる社会（社会
実装（観光、生活交通、災害・救急等）と関連産業の振興）

〇 開発・製造・運航を支える関連産業が集積し、次世代エアモビリ 

    ティ分野で産業競争力の高い地域を形成する

推進体制

地方公共団体 静岡県、静岡市、浜松市

国（★は現地支援責
任者）

★国土交通省、総務省、経済産業省

民間事業者

株式会社SkyDrive、Eve Air Mobility、鈴与株式会社、
静岡鉄道株式会社、エアロトヨタ株式会社、三菱地所株式
会社、株式会社IHIパーキングスクエア、株式会社JTB、株式
会社日本政策投資銀行、ソフトバンク株式会社、野村不動
産株式会社

大学等
静岡理工科大学、慶應義塾大学大学院

名称：静岡県未来技術地域実装協議会

○民間事業者のビジネス化支援を通じた社会実装の促進

• 具体的には、運行ビジネスのモデル構築支援、離着陸場の選定・整備支援を実施。

①次世代エアモビリティ導入促進事業【次世代エアモビリティ】

○技術開発・製造支援を通じた関連産業の振興

• 具体的には、開発支援（実証フィールドの提供 等）、参入支援（ビジネスマッチン
グ 等）を実施。

②静岡型航空産業育成事業【次世代エアモビリティ】

ヘリコプターを活用したモニターツアー
（令和7年度）

実装イメージ

【依頼事項】

≪１枚目≫
・確認・作成いただく本資料は今後内閣府HPにて公表予定ですの
で、公表可能な情報のみご記載ください。

・フォントサイズは変更せず、文字量や写真・図の大きさを調整して
必ず１枚におさめてください。

①「地域課題・目指す将来像」

・可能な限り、右記の「課題解決に向けた取組」の各取組と対になる
よう、取組ごとに分けて記載ください。
・現在の記載内容をご確認、修正ください。

・目指す将来像については、内閣府ウェブサイトに掲載している取り
まとめ報告書の記載内容を参考にご記入ください。
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kinmirai/index.html

②「推進体制」
・最新の情報にご確認、修正ください。

③「課題解決に向けた取組」

・取組ごとにナンバリング（①～）し、活用技術を【 】にて付記してい
ます。
・差し替える図や写真がありましたら添付してください。
・現在の記載内容をご確認、ご修正ください。

※2ページ目以降は、実際の取り組み内容やその成果についてご

記載いただく予定です。年度末を目安に更新を依頼いたしますので、
どうぞよろしくお願いいたします。
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